
 

 

 

 

 

  

  

 

令和５年度がスタートして早３ヶ月。新しい先生、新しい友達、新しい教室にも慣れ、毎日勉強に遊びにと元気いっぱ

いに過ごしている七飯養護学校及び七飯養護学校おしま学園分校の児童生徒たち。間もなくやってくる夏休みを前に、

１学期を振り返り、２学期の新たな学びに繋げて参

ります。さて、七飯養護学校及び七飯養護学校お

しま学園分校の学びを支えるコミュニティ・スクー

ルは２年目になりました。今年度も通信「With」で広

くお伝えさせていただきます。 

今回は、主に６月 27 日（火）に七飯養護学校で

開催された第１回学校運営協議会の内容について

御報告させていただきます。 

今年度より、学校運営協議会の組織を右図のよ

うに改編し、13名の委員を任命させていただきまし

た。委員の皆様には、七飯養護学校（以下、本校）

部会と七飯養護学校おしま学園分校（以下、分校）

部会に所属していただき、それぞれの学校の教育

活動について、より具体的な視点から熟議していく

ことを目指しています。今年度の委員の皆様は以下 

のとおりです。 

＜委員の皆様（敬称略 部会別 50音順）＞ 
お名前 所   属 

稲 垣 明 美（本校部会） 七飯町議会議員 
加 賀 重 仁（本校部会） 七飯町校長会会長 
鎌 田 優 子（本校部会） NPO法人みんなのサポーターわっとな児童デイサービスすきっぷ管理責任者 
小 杉 重 宣（本校部会） 七飯町社会福祉協議会事務局長 
田 中 慎 一（本校部会） 日本障害者・高齢者生活支援機構理事長 
広 沢 祐 桂（本校部会） 北海道七飯養護学校ＰＴＡ（ＣＳ担当） 
石 岡 正 德（分校部会） 石別ふれあう会会長 
加 藤 孝 治（分校部会） 北海道七飯養護学校おしま学園分校ＰＴＡ会長 
京 谷    亨（分校部会） 北斗市教育委員会学校教育課長 
菅 原    力（分校部会） 石別ふれあう会副会長 
中 野伊知郎（分校部会） 社会福祉法人侑愛会おしま学園園長 
脇    康 幸（分校部会） 北斗市経済部観光課長 
北 嶋 公 博 北海道七飯養護学校長 

 

学校運営協議会の冒頭では、委員の皆様へ辞令を交付させていただきました。会長には、社会福祉法人侑愛会おし

ま学園園長中野 伊知郎様が選出されました。 

次に、北嶋校長から学校経営方針の重点課題について、本校と分校の共通事項及びそれぞれの学校の課題につい

て説明しました。また、本校と分校の学校紹介や学校運営協議会に関する説明をした後、それぞれの部会に分かれて

熟議を行いました。 

北海道七飯養護学校・七飯養護学校おしま学園分校  
コミュニティ・スクール通信 
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今年度 2年目となる学校運営協議会では、昨年度の取組を踏まえ、より具体的で、より実現可能な活動について熟議

が展開されました。笑い声とアイデアがあふれる、大変有意義な熟議となりました。今回の熟議で話されたことを基に、

日々の教育活動の改善につなげて参ります。委員の皆様、お忙しい中、御参集いただきありがとうございました。 

 

 

              

   

 

今年の七夕は久しぶりに、元気な子どもたちの歌声が響く夜となりました。 

            七飯養護学校やおしま学園分校の子どもたちも、お願い事を書いた短冊を 

飾って、七夕を楽しみました。 

  

  

 

 

【本校部会】 
熟議テーマ「コミュニティ・スクールとして今年度取り組みたいこと」 
本校部会は、自分の夢ややりたいことを交えた自己紹介を行い、和やかな雰 

囲気で始まりました。 
初めに、本校部会が目指す CSの姿は、①地域と学校が応援する、応援され 

る関係から持続可能なWIN-WINの関係を目指すこと、そのために、②保護者 
や地域住民等が教育活動へ参画し、生きがいややりがいを感じることで、地域 
の活性化にもつなげることの２点であることを説明しました。 
この目指す CSの姿を踏まえ、①ＣＳで取り組んでみたいこと、②ＣＳに期待す 

ることについて委員の皆さんにたくさんの意見を出してもらいました。 
①ＣＳで取り組んでみたいことでは、「パラスポーツの出前授業実施」「町内 

の高齢者施設との交流」「地域イベント（行事）への参加」などの具体的な活動が挙げられました。②CSに期待す
ることに関しては、「学校の取組や学習の様子を理解してもらい『学校応援団の輪』を広げていく取組になると良
い」「地域と関わったり、地域住民の特技を生かしたりする活動を通して、地域の方々も元気になるような取組にし
たい」という意見が出されました。 
次回の本校部会は７月２４日（月）に行われます。次回は、今回の熟議の結果を踏まえて、今年度取り組む具体

的な内容について検討する予定です。 

【分校部会】   
熟議テーマ「より充実した「学校と地域の協働活動Withプロジェクト」にするために、どのようなことが必要か。」  
自己紹介では、それぞれのお立場より、CSに対する思いや昨年度の取組 

に対する御感想などをいただきました。その後、これまでの CSの取組につい 
て共有しました。CSの 3つの柱、CSで実現した「トラピスト通り並木道ラ 
イトアップの点灯見学」「石別ふれあい大運動会」、学校と地域の協 
働活動「With プロジェクト」について、これまでの分校の CS の取組 
を事務局より説明しました。昨年度の取組の中で、発信不足もあり活動 
の協力者がなかなか集まらないことが課題となっていました。日程を 
調整することが難しい状況にあることについて、意見交換がなされま 
した。日程の他、分校の立地場所から、地域の方々が分校に出向くこ 
とが難しいのではないかという御意見がありました。そのため「かな 
でーる」や「石別住民センター」の利用など、学校側が地域の皆様の方へ出向くことを検討していく必
要があることが話されました。 
また、今年度計画している「Witｈプロジェクト」の活動については、実際に協力していただく方々や

分校の児童生徒が一緒に参加できそうな既存の取組について情報交換がなされました。その中で、町内
会で主催している文化祭、餅つき等の行事への参加について、開催日時、移動手段の面から実現が難し
い状況であることが確認されました。学校の教育活動の充実の面だけではなく、おしま学園で過ごす余
暇時間の充実の面からも、学校やおしま学園の対応、交通手段の確保等について、今後の検討事項とし
て挙げられました。終始、和やかな雰囲気の中で活発なそしてポジティブな意見交流が行われました。 
次回の分校部会は 9 月 28 日（木）に行われます。今回の熟議の結果を踏まえて、さらに具体的な取

組について検討する予定です。 



  
地域と連携した取組 

 

七飯養護学校「七養☆アート展」 

 

昨年度２月末から３月上旬にかけて行われた「七養☆アート展」を、今年度も実施し

ます。昨年度の「七養☆アート展」では、小学部から高等部までの児童生徒約１００名が

静物画や版画など、図工と美術の作品を展示しました。 

「七養☆アート展」に参加した地域の方々からは、「素晴らしい作品ばかりで胸打た

れました。かわいいもの、かっこいいもの、力作まで、どれも全部素敵でした。」「これから

も、自分の好きなものを、好きな方法で表現し続けてください。また、来年の『七養☆アー

ト展』を楽しみにしています。」「一つ一つの作品に個性があり、また、いろいろなものを手

掛けていてびっくりしました。作っている子どもの姿が浮かぶ作品もあり、楽しかったで

す。先生たち作品も楽しめました。」など、ありがたい感想をいただき、児童生徒たちや先

生方の大きな励みになりました。 

七飯町教育委員会の御協力で、今年も七飯町文化センター１階のギャラリーを会場に１１月末から１２月上旬にか

けて行います。今年度から七飯養護学校で CS も始まりましたので、委員の皆さんの力もお借りして、より充実した展

示会となるよう準備を進めています。（写真は昨年度のものです。） 

 

 

  おしま学園分校「四者合同石別ふれあい大運動会」 

 

  去る５月20日(土)の四者合同石別ふれあい大運

動会に、小中学部の児童生徒が参加しました。参加

者が減少していく大運動会への分校の参加は、町内

会の皆様の強い願いでもあり、昨年度より多方面の

方々と協議を重ね、参加を実現させることができまし

た。これまで町内会の皆様をはじめ、石別小学校、石

別中学校の皆様が作り上げてきた大運動会に、分

校の児童生徒が参加するためには、様々な協議が必要でした。グラウンドが無い分校がどの

ように練習を進めるか、賑やかな状況が苦手な児童生徒が多い中、どのように一日を過ごす

のかなどといった不安を抱えながらも、地域の方々と協議を重ねることで、それぞれの立場で

できることをお互いに持ち寄り、歩み寄り、協力し合いながら当日を迎えることができました。 

運動会当日は、保護者の皆様をはじめ来場された多くの皆様の盛大な拍手や応援の中

で、児童生徒が思いっきり走ったり、踊ったりすることができました。また、他の競技の様子を落ち着いて見学し、元気

に応援することもできました。地域の一員として、地域の皆様と同じ場所、同じ時間を共有できた交流の他、分校のこ

とや分校の児童生徒のこと、ひいては特別な支援を必要とする方々のことを知っていただく機会となりました。多くの

方々の御理解と御尽力を賜りましたことに深く感謝いたします。  

 


